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抄録:筑波大学問属図書:館では，平成 24年度から大学院生をラーニング・アドバイザー(以下， LA)とし

て雇用し学生サポートデスクにおいて本学学生に対する学習支援活動を行っている。学生サポートデスク

の利用者は年々増加している。平成 25年度は， LAからの姿望で定期的にミーティングがI*Nかれ，アイデ

アをUJ，し合う機会が増えた。これが契機となって LAの活動が活発化し前年度の活動に加え新たに 6つの

企画を実施した。今後は，学生のニーズや学生サポートデスクの認知度の調査のような現状を把握する取り

組みや嘗 LAの相談対応の質を向上させる取り組みが求められる。

キーワード:筑波大学附属図書舘，ラーニンク・アドバイザー，学生アシスタント，学習支援，ラーニン

グ・コモンズ，ライティング支援， ピア・サポート

1. はじめに まとめられた成果は，諸般の事情から公式のものと

筑波大学的属図書館(}_)， -I~，附属図書館)では， はならなかったが，翌年度以降，主に学習支援の諸

成 24年度から大学院生をラーニング・アドバイ 活動における重要な礎として，当ワーキング・グ

ザー(以下， LA)として雇用し， 1学生サポートデ ループで検討されたアクションプランや機能が活か

スク jにおいて，本学学生を対象とした学習支援活 された。

IDJJを行っている。本稿ではこれまでの LAの活動を

振り返り，今後の課題と展望について報告する。

1.1 LA制度予告足の経緯

1.1.1 2020ビジョン十尖討ワーキング・グループの

発j孟

平成 20年度，筑波大学執行部において「筑波大

2020ビジョン」を策定する構想があった。これ

を受けて平成 21年度，当時の lifj属図書館長より

「本学のビジョンを踏まえた附ー属図書館の長期的な

戦III各が必要ではないか」という問題提起がなされ

た。また，電子ジャーナルの普及や資料電子化の加

速，来館者数-貸出1m数の減少等の諸傾向より「図

書館はもはや不安なのではないか」という雰臨気が

学内外に見受けられるようになった。こうした「図

書館不安論Jに対する危機感も相まって， I市属図書

館では雨後 10年11'¥Jのグランドデザインを描くべく

12020ビジョン検討ワーキング・グループ」を発足

させたい。

当ワーキング・グループは，本学mg学以来の歴

史・理念，教育宣言「筑波スタンダードJ2) ，本学

の強み・弱み，附属図書館の歴史・取り組み等，本

学及びi討属図書館の歴史・現状を{確認することから

始めた。その上で， ，的属図書鉛の理念，存在意義，

10年後の!貯属図書館像， 目標及びアクションプラ

ンについて検討を行い， I市属図書館がこの先担うべ

き役割や機能の可視化を試みた。約 1年間をかけて
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1.1.2 ラーニング・スクエアの誕生

平成 22年度， ，羽属図書館は，筑波大学第 21訪中

期計画(平成 22~27 年度)の重点施策として「カ

リキュラムやかラーニングコンテンツと連携し

学生の自発的な学習活動を支援する知的創造型エリ

ア(ラーニング・コモンズ)を設置するとともに，

学生の多様なニーズに応じた場とコンテンツを提供

し来館，在館を促す学習図書館サービスを構築す

るJを掲げ， ラーニング・コモンズの設置と学習支

援サービスの強化に取り組むこととなった。

本学には中央図書館のほか 4つの専門図書館(体

育・芸術図書館，医学図書館，図書館情報学図書

館，大塚図書館)がある。まずは 1=1:1央図書館への

ラーニング・コモンズ設置を検討するため，平成

22年 5月に「ラーニング・コモンズ検討ワーキン

グ・グループJを置いた3)0 3年がかりの耐震改修

工事が完了するタイミングであったため，ラーニン

グ・コモンズ設置に伴う施設の改修は困難であっ

た。改修後の仁!ヨ央図書館本館 2階は，ある程度学習

支援機能を意識した構成となっていたため， I可フロ

ア全体をラーニング・コモンズとして捉え直しそ

れぞれの「場」の役割を明確にすることで，エリア

設計を行った(図1)。またラーニング・コモンズ

の名称を「ラーニング・スクエアJ，，)とし，コンセ

プト設計を行った。



大学図書館研究 C1(2014.12) 

本館2F

サ

チユーターによるサポート(にr.TWINS.文献の探し方・ライティングサポートほか)
図著書総員によるサポート(レファレンスサーピスほか)
教員と連携したサポート(ライティングサポートほか)

クリヱイティブエリア e個人学滋環境

PC'授業関遜必綬図書喜・アカデミックスキjレズ国審ほか

にエリア 伽ル一…一イ咋一プ沖学
グル一ブ学澄スぺ一ス(ホワイトボ一ド.プ口ジ、エクタ一ほか)
各種ワ一クシヨツプ‘セミナ一、授業等

霊プレゼンテーシヨンエリアる知的実銭・交流の機

墜 コミュニティ形成支援
震 ワークショップ・企額獲示(学びの爽践・成果の「見える化J.シナジー効泉)

口
入口

6 
STARBUCKS 
COFFEE 

図1 ラーニング・スクエアフロア図(平成 23年度現在)

平成 23年 9月に開設したラーニング・スクエア

は， Iインプットからアウトプットまでの知的創造

活動と，交流・協働のトータルサポート」をコンセ

プトとした学習支援環境である。「学生たちが気軽

に集い，学び、，教え合う学びの空間J， r多様な学習

スタイルに応じて姿を変える万華鏡空間j，I学生同

士の交流や諸活動の『見える化jにより知的好奇心

を刺激して，学びの相乗効果を生み出す空間Jを白

指している。

図 2に示した通り 「インプットサポート j，rア
ウトプットサポート j，r知的実践・交流サポート」

の中核に「人的サポート jを位置付けた。既存の人

的サポートの担い手は レファレンスデスクやメイ

ンカウンターで支援を行う i討属図書館職員(以下，

i隊員)及びボ、ランテイアカウンターで支援を行う一

般市民による図書館ボランテイアであった。学生の

ための更なる支援には学生による支援(ピア・サ

ポート)が有効なのではないかと考えた。当時は国

内のラーニング・コモンズにおけるピア・サポート

の成功事例がごく少なかったため，まずは平成 23

年 5月から 6月にかけて大学院生をモニタースタッ

フとして雇用し学生サポートデスクにおける利用

動向調査・需要調査を行った。{井せて大学院生を雇

用するにあたって必要な職員の体制を検討した。そ

の結果を踏まえ，平成 23年 10月から平成 24年 2

月の学生サポートデスク試行を経て，平成 24年 4

月から正式に同サービスを開始した5)。

図2 ラーニング・スクエア構成要素

1.2 LA 制度の整備と採用及び運営体制

支援にあたる大学院生は，前述した平成 23年度

のモニタースタッフの段階から，ティーチング・ア

シスタント(以下， TA) と同等の身分・給与を

持った非常勤職員として雇用されている。本学規員Ij

では TAの採用が教育組織に限られており，教育

研究支援組織である附属図書館では TAを置くこ

とができなかった。そのため平成 24年度は内規

「ラーニングアドバイザ_6)の取扱いについてj(平

成 24年 2月20日前属図書館長決定)を定め， これ

に基づき運用した。平成 25年度からは「国立大学

法人筑波大学本部等非常勤職員の勤務時間及び報酬

に関する規則j7) (平成 25年 3月 28日法人規則 25

号)に「ラーニングアドバイザーJの身分を規定
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し TA とIl~J 等の身分・給与体fljlJ を整備した。

LAは 4月から 2月までの単年度契約で公募さ

れ，修士課程.I~~け課程の別や研究科の加をI'/:l]わ

ず，単年度あたり 6~7 ~1 が採用されている。 LA

が勤務し学生サポートデスクにおける学習相談や

附属図書館の利用方法に関する質問への対応と，

ラーニング・スクエアの利用者数の定点観測といっ

た業務を行う。 LAは，学習相談等に対応するたび

による支援の水準をなるべく i高く保つため，書類選 に，その内容を簡単に記録した。学生サポートデス

考及びi百i接においては.高いコミュニケーション能

力・英語能力.ICTスキル及び後輩の学習支援に

対ーする熱意を持ち合わせていることを重視してい

る。 採用直後のデスク業務では，職員によって相談

対応に関する初期教育が行われる。

ラーニング・スクエアを運営する制1.*1故の名称は，

段階に応じて，平成 22il三度及び 23年度は「ラーニ

ング・コモンズ検討ワーキング・グループ上平成

24年度は「ラーニング・スクエア運営ワーキング・

グループJ.平成 25年度は「学習支援推進ワーキン

グ・グループ」と変選しており，その都度メンバー

も入れ替わってきた。

大学院生によるピア・サポート導入以来，年度勾;

に改善を重ね， :i三，:JMI運営は落ち着いてきたところで

ある。これまでの様々な活動を通して，職員と LA
が述Jjどして学習支援に取り組む体制を構築すること

ができた。 LA の諸活動においては，各人の 11r!1'1~: . 

アイデアを尊重するよう心掛けていることから.年

度毎に活動の特色が異なる傾向がある。第 2芋と第

3 ではこれまでの LAの諸活動について LAが詳

細に報告し最後にまとめと今後の展望を記す。

2. 平成 24年度までの活動・課題と改善の取り組み

2.1 モニタースタッフによる事前調査

平成 23il三5月から 6月まで雇用されたモニター

スタッフは. ラーニング・スクエアに対ーしてIjfJ属図

書館利用者が求めるサービスや環境の調査を行っ

た。その結果，ラーニング・スクエア内に 61ti設

置された本学学術情報メディアセンターの管理(によ

る全学計算機システム PCの利用方法の案内，留学

生に対する英語での案内，グループ学習のできるj易

所，ライティング支援，気軽に !îl~J ける環境等が求め

られていることが把握された。この結果を基に，

生サポートデスクの設置場所や役割，提供するサー

ビスの範囲， LAが身につけるべき力等が見えてき

た。

2.2 平成 23年度の LAの活動

前述したように，モニタースタッフの活動を通し

て得られた利用者のニーズを勘案し平成 23年 10

月，ラーニング・スクエアに学生サポートデスクが

設置された(図 3)。ここでは年間 32週間余りの授

業期間及び試験期間における王子 日 14~19 時に LA
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クに寄せられた質問の大半は，モニタースタッフに

よる調査結果と同様に，全学計算機システム PCで

のログインや印刷の方法と文献検索についてであっ

た。

LAの広報には， I的属図書館の広報誌 iPrismJ8) 

と，デスク上に置く自己 PRプレートを用いた。そ

れぞれの広報物には，親近感のわく似顔絵をmit¥な

がら， LA一人一人のパーソナリティや， どのよう

な相談内容への対応を得意とするのかを伝える自己

紹介を載せた。また， I生物，人文， !'lX;'I'1:デザイン，

システム情報，教育等様々な分野の大学院生が利用

者の質問に対応する」という趣旨が伝わるよう，

LAの自己紹介には研究内容と，そのキーワードを

添えた。

これらの業務に加え， LAは，学習支援を目的と

する企画の立案・実施や，学生ならではの祝点によ

る附属図書館のサービスの改善及び利用促進への貢

献を期待されている。平成 23年度は， Iブクログ」

というウェブ本棚コミュニテイ引を利用し f筑波大

学的属図書館ラーニング・スクエア女学習支援の本

初uと題したブックレビューページを開設した。こ

れは，各 LAが学生の学習に役立つ図書を月に 1冊

以上選び紹介するものである 10)0 LAによる企画展

示を行う構想の下準備という狙いもあった。

2.3 平成 24年度の LAの活動

平成 24年 4月，入学式直後の新入生履修ガイダ

ンスに LAが出向き， I市属図書館プロモーションピ
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デオの上映及びj隊員による約 10分間のオリエン

テーションの後， 2~3 分間ほど学生サポートデス

クの紹介を行った。

平成 24年度の活動が平成 23年度の活動と異なる

点は， (1)利用者に対ーする「ライティング支援Jの

取り組みを始めたこと， (2) ILearning Adviser X 

Booklogの本棚ijJ (kJ、下，ブクログ本棚)という企

画がLAによって立案・実施されたこと， (3) 学生

サポートデスクにおける相談対応の Q&Aを作った

こと，の 3つである。

ライティング支援は，学生サポートデスクにおい

て， レポート，論文，プレゼンテーション原稿等

学習に関する文章を対象として行うサービスであ

る。相談者の文章の誤字・脱字を指摘するに留まら

ず，文章の内容が課題の目的に合っているか，文章

に論理性や信頼性があるか等を，相談者との対話を

通して検討する。相談に対j忘する LAのサポートス

キルを向上させるため，青山学院大学大学院の小林

至道氏(現・関西大学教育推進部特別任用助教)を

講師iとして迎え J隊員と LAを対象とした「ライ

ティング支援セミナーJを9月に実施した(なお，

このセミナーは平成 25年度にもプログラムを一部

変更して実施された)。また，文献検索に関する

LAの研修には， I討属図書館で一般利用者向けに実

施されている，論文の探し方に関する講習会を利用

した。

ブクログ本棚は，平成 23年 12月から LAが継続

してブクログにレビューを投稿してきた学生の学習

に役立つ図書を，実際にラーニング・スクエアに展

した企画である。この企画の目的は， I討属図書館

の利用促進と， LAおよびラーニング・スクエアの

周知であった。 LAによる紹介文やコメントを記入

した見出し看板，展示レイアウト，広報ポスター

の制作は LAが主体となって行った。

最後に平成 24年度のまとめとして，学生サポー

トデスクにおける相談対応の記録を基に，相談内容

)]Ijのカテゴリ分けを行い， LAのための Q&Aと

して整理した。これにより LAになったばかりのス

タッフが，以前の対応方法を効率的に参照すること

が可能となった。

2.4 LAのミーテイングの問題点と改善

平成 24年度までの LAのミーティングは，回数

が少なく，職員のH乎びかけによって不定期に開催さ

れるに留まっていた。平成 24年度は，当初は 1カ

月に l回程度の定期的なミーテイングの開催を目指

していたが， LA 同士の呂程調整が難しく，また

LA全員が集まって作業する必要性のある企画がブ

クログ本側i以外になかったため，年度の後期には

ミーティングが開催されなかった。しかしながら，

職員による過去 2年間の LAに対するインタビュー

誠査の結果によると，デスク業務に関する'情報交

換， LA同士の繋がりの強化，新しい企画の立案と

いった点から，顔を合わせたミーティングを定期的

に行った方が良いのではないかという意見が挙がっ

ていた。

これらの意見を踏まえ，平成 25年度は，デスク

業務の他に，定期的なミーティングを開催できるよ

う， LAの勤務時間増加を想定した予算が措置され

た。結果として，平成 25年度はミーティングを計

18回開催した。表 1は，平成 23年度からのミー

ティングの概要について記載したものであるが，平

成 25年度のミーティングの回数が前年度以前に比

べて飛躍的に増加していることが見て取れる。その

他にも，勉強会や， LAの一部が集まって行われた

作業， LA I司士や職員との懇親会等を含めると，

LA 同士の接する機会は大幅に増加している。

ミーティングの日程及び内容についても，前年度

までとは異なり， LAが自主的に設定した。平成 25
年度第 2回のミーティングでは，それぞれがLAと

してデスク業務以外にどのような企画や活動を行い

たいかというアイデアを出し合った。前年度までと

比較して 1年間を通して LA自身のミーティングを

行うモチベーションが高かった要因の 1つとして，

第 2回ミーテイング内で 1年間では達成しきれない

程の企画案が生まれたことが挙げられる。企画の立

案の過程で，デスク業務に関する情報交換や改善案

の検討も行うことができた。

ミーティングにはi隊員が向j市し，対等な意見交換

を行った。情報共有には Googleドライブを活用し

た。平成 24年度は職員の主導であったのに対し

平成 25年度は LAも積極的に， ミーティングの記

録や企画のために作成したデータ等を Googleドラ

イフゃ上で、共有した。これにより， LAの取り組みの

進捗を確認することが容易になった。また， LAと

職員の情報共有やコミュニケーションが円j骨に行わ

れるようになり，効率的な企画の立案・実施が可能

となった。

3. 平成 25年震の LAの活動

平成 25年度の LAは，前年度の LAが実施した

「ライテイング支援jと「ブクログ本欄Jに加え，

新たに 6つの企画 (1広報活動j，1小技集j，1ライ

ティング支援連続セミナーへの参加j，1大学図書館

学生協働交流シンポジウムでの基調報告J，1学園祭

でのオ 1)エンテーリングJ. 1プレゼンテーション七

i 11 
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表 1 LAのミーティングの概要(平成 23年度~平成 25年度)

内容

職員から業務の説明

王子)jえ231 11 月

デスク業務改善案，質問など

五万台わせ 1隊員から業務の説明

、i勺j文24
デスク業務を通しての感想， LA企画の提案

ブクロクゃ展示のデザインの検討

ブクログ展示計画の検討

顔合わせ，職員から業務の説明

デスク業務を通しての感想， LA企画案の洗し吋:Bし

昨年度のデスク相談記録の確認と、各 LAの得意分野を共有

ブクログ展示・学国祭企画の進捗確認，島根大学におけるシンポジウム基調報告の内容検討

小技集・ブクログ展示の作業

ブクログ展示のj遺書-広報構想

ブクログ展示・学園祭企画の進捗硲認

プレゼンテーションセミナーの最終確認， LA紹介動画の進捗併ji認

LA紹介動幅最終確認，来年度への引継ぎ項目の確認， ~大学図書館研究j 執筆分担

小技集の作業

小技集の作業

f大学 I~I書館研究i 原稿の確認

f大学図書館研究j原稿の最終硲認

ミナ-J)を実施した。

3.1 広報活動

平成 24年度の学生サポートデスクに寄せられた

相談件数の中で， ライティングや学習内容に関する

相談件数は 8つの項目の仁1=1で最下位であった(図

4)。このことを踏まえ，平成 25年度は， iライテイ

ング支援」を主j!i!llとした学習支援を行う場所として

の学生サポートデスクの広報活動を，年!習を通して

活発に行った。

具体的には.前年度と同様に Prismや自己 PRプ

レートをJ'j=}し3た広報を行ったことに加え，各種のオ

リエンテーションやセミナー，授業の場を借りて，

LAが自ら学生サポートデスクの広報を行った。そ

の回数は，新入生履修ガイダンスと AC(アドミッ

ションセンター)入試入学者懇親会で 1[8:1ずつ，各

種の授業で 3IEII. 1市属図書館が主催するライテイン

グ支援連続セミナー (3.3参照)で 13lillである。
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新入生履修ガイダンスでは， I貯属図書館プロモー

ションビデオの上映の後， LA 自ら作成した 15分

間のプレゼンテーションを用い， I討属図書館や学生

サポートデスクの活用法等を紹介した。その他， 1討

属図書館主催のオリエンテーションの一環である館

内ツアーで学生サポートデスクを訪れた学生に対し

でも， LA自ら学生サポートデスクの紹介を行った。

さらに平成 25年度は， LAの立案により，新し

い広報手段として学生サポートデスク紹介動画を作

成 し 平 成 26年 1月 28日に附属図書館のウェブサ

イトに公開したIII。視聴者を飽きさせないように，

学生サポートデスクを利用する場面がコミカルなド

ラマ仕立てで]分 24秒間にまとめられた点がこの

窃bITillの特徴である。動画の最後には学生サポートデ

スクで受け付けている主な相談内容を記載し紹介

のまとめとした。

また，直接的に学生サポートデスクを紹介したわ

けではないが，学生サポートデスクを周知する効果
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平成24年度

1 印刷

2 PC(図書館・大学)

3 文献投索盆配架場所

4 図書館のサービス

5 授業・学生生活

6 その他

7 PC(ー椴)

8 学習・うイティング

。
~ライテイングのみ

50 

全相談件数 506件

100 150 

件数

図4 項目別相談件数(平成 24年度)

平成25年度

1 ~n席IJ

2 PC(図書舘・大学)

3 学習脹ライティング

4 PC(ー按)

5 文献検索=配架場所

6 図書館のサービス

7 授業‘学生生活

8 その他

務務務務%ライティングのみ

50 

全相談件数 604件

100 150 

件数

図5 項目別相談件数(平成 25年度)

[凡例] r印刷J:印刷機の使用手順や，紙詰まり等のトラブルに関するものo / rpC (図書館・大学)J :筑波大学
の全学計算機システム PCと図書館 PCそれぞれのログイン方法や使用方法，学内メールシステムや履修登録システ

ムへのログイン方法や使用方法，学内無線 LANへの接続方法に関するもの。/r学習・ライティングJ:レポート

の書き方や書いたレポートのチェック，授業で出された課題や研究の進め方，その他学習内容に直接関わるものO

/ rpC (一般)J : ¥1V ord， Excel等の各種ソフトウェアや，メールサービス，文献管理ツール等の一般的なウェブ

サービスの活用法に関するものo / r文献検索・自己架場所J:文献検索の一般的な方法や，特定の文献を入手するた

めに必要な情報に関するものo / r図書館のサービスJ:附属図書館内の設備や人的・電子的サービスに関するも

のo / r授業・学生生活J:授業の履修，資格の取得，進学に隠するものo / rその他J: LA制度に関するものO

|従属図書館が行っていないサービスに関するもの。その他上記に含まれないものD

が見込まれたものとして，つくば技生ネットワーク

(3.6参照)が附属図書館の協力を得て主催した，

附属図書館エントランスで学生が自身の研究分野に

ついてプレゼンテーションする企語 iMonday

Morning InstituteJ J2)の特別週間への参加J3) (平成

25 年 4 月 22~26 日) ，ブクログ本械の展示(平成

25 年 10 月 25 日 ~11 月 27 日; 2.3参照)，学園祭

でのオリエンテーリング(平成 25 年 11 月 3~4

13 ; 3.5参照)が挙げられる。

平成 25年度の項目別相談件数を図 5に示す。学

生サポートデスクにおける相談件数が前年度より

100件近く増加したこと，特にライティングに関す

る相談件数が 50件近く増加したことは，これら学

生サポートデスクの広報活動と無関係ではないと思

われる。

3.2 i IJ寸支集jの立案・実施

王子成 25年度第 2屈のミーティングで LAによっ

て立案され， 1年間を通して取り組まれた唯一の企

画が f小技集jである。小技集は， LAの経験を活

かして利用者にあまり認知されていないと思われる

l羽属図書館の便利な機能を簡潔に紹介し附属図書

館ウェブサイトで公開することによって，利用者に

附属図書館の機能を最大限に利用してもらえるよう

促進することを目的とする企画である。

例えば，中央図書館には，パソコンの各種ソフト

ウェアの使い方， レポートや論文の書き方， プレゼ

ンテーションの仕方が解説された図書を集めた，ア

カデミックスキルズ図書の本棚があるが，このこと

は LAの経験上，あまり認知されていない。このア

カデミックスキルズ図書の本棚を簡潔に紹介し i討

属図書館ウェブサイトで公開することによって，利

用者がアカデミックスキルズ図書の本初jを利用する

機会が増えると考えられる。企画への取り組みは，

その都度 LAミーテイングを介しながら，次のよう

な手順で行われた。

(1)利用者にあまり認知されていないと思われる

i討属図書館の便利な機能を挙げる

(2)各機能を利用者向けに簡潔に記述し推敵す

る

(3)記述に地図・写真・動画を添えるかどうか

を，各機能の特性に照らして決定する

(4) 地図・写真・動TI!!Iを作成し検討する

(5) ウェブページのレイアウトを作成し検討す

る

(6)小技集を附属図書館ウェブサイトで公開する。

挙げられた機能は 52 に上り，各機能は 150~250

字程度で、記述された。ほとんどの記述には地図か写

真が添えられ， 2つの記述には動画が添えられた。

平成 26年 2月現在は (5)に取り組んでおり，職員

による確認を経て平成 26年 4月に公開の予定であ

る14)0
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3.3 ライティング支援連続セミナーへの参加

1¥付属図書館では.王子成 24年度から，学習支援活

動の一環として，学内の 4名の教員を講師jとして

「ライテイング支援連続セミナ-J UJ， -1"， il!S) を

実施している。 VySは，授業期間中の平 Elに 1IEi]あ

たり 111寺1M]，春学期と秋学期のそれぞれにおいて 7

出ずつ開催されている。参加者は学群生(学部生に

相当)、大学院生 と多様である。 WSでは，

レポートや論文のライティングの前段階に必要な執

筆計画の立案から，執筆ーに不可欠な先行研究の批判

的検討， さらに参考文献の正しい引用法や示し方に

るまで多岐に渡るスキルを紹介し学生の"気づ

き"を促している。

j隊員の立案で，各IfIl1 ~2 名の LA が受講者とし

て参加し参加i後、 WSの様子について受講者の

場から体!験記を作成した。 体験記は PI晶lsmを通し

て公開している。 PrismにLAの体!投記を公開する

目的は， (1)受講者の立場から親しみある生の声を

配信することで， より多くの人に参加を呼びかけ，

(2) VySに参加できなかった人や学外の利用者向け

に， WSを疑似体!放できるチャンスを提供すること

である。なお，体験記の公 I~fl にあたっては， WSに

参加した LAが体!強記を作成するたびに，内容に誤

り等がないか，各国の担当教員に確認を依頼し適

概念 I~l や VýS で撮影された写真，配付資料等

を添えた(図 6)。

[長:M4J
1----"話謡諮滋ぷ;;，..._ ，，_， 

Gライティング支腿的ご~ぺ
知識じさ7主襲撃めくて議官験~体験記~

!大学で身!こ川、震よ吋ムム~ョ
疑うことかb始めよラー批斡的に談む 11月 20日(水)15:15-16:30 

考えの述べ方ー主強の織選- 11月 27日(氷)15: 1O-16:S0 

立聞に分けて行われた島田先生円

柱ミナーで先生の最も強諒されたこ

とは、続む時の心構えを f批判的な

壇慮、多角な留から読むlという直

にもつことでした.玄ず、先生町弱

介されたトウールミン モデルの政

明を聴き 夜患を態解し注した.

中失図書館ラー二三ング アドパイザー

詰呉基{人間捻合持参研究科}

図6 Pr・lsmで公開している体!投記

3.4 大学図書館学生協働交流シンポジウムでの基

調報告

平成 25年 9月5日から 6日にかけて島根大学ほ

かで行われた第 31立i大学図書館学生協働交流シンポ

ジウム「私たちの手でつくり出す図書館の形一人を

惹きつける空間を !3指して-J 15) に， LA2名と職員
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1 ~l が参加した。本シンポジウムでは，大学図書館

を利用者にとって快適な空間・サービスにするため

の取り組みや，大学図書館でのどア・サポートを

行っている学生同士が，活動を報告し合い，人を惹

きつける大学図書館をつくるために何ができるかを

議論した。

LA2名は「ラーニング・スクエアにおける学資

支援活動」と題して 30分間の基調報告を行ったO

LAが学外で活動報告を行ったのは本シンポジウム

が初めてである。基調報告では，始めにラーニン

グ・スクエアと LAの概要を紹介し次に学生サ

ポートデスクにおける相談内容や件数の実態と，学

生サポートデスク jグ、外における LAの活動内容につ

いて紹介した。 5分間の質疑応答では，学生サポー

トデスクのような形で学習支援活動を今後実施して

いく予定のある大学図書館の職員と. LAの活動を

行うにあたり学生にかかる負担を軽減させる方法

や， ライティングに関する相談件数を増加させる方

法について議論した。

他大学の報告やグループデイスカッション，島根

大学的属図書館と島根県立大学おはなしレストラン

ライブラリーの見学からは，大学図書館における学

生活動の幅広い可能性，そして大学図書館そのもの

の多様性を知ることができた。例えばLAはi市属図

書館のラーニング・スクエアのコンセプトから創出

された役割だが，他大学では， もっと利用しやすい

大学図書館をつくりたいという学生の要望から始

まった活動が多かった。そしてそのような主体的な

学生らによって，学生に大学図書館を身近に感じて

もらうために大学図書館からのお知らせを配布した

か図書貸し出し用のバッグを作成したり，利用者

から本の見出しを募集してコンテストを開催した

か学習に特化した相談を受け付ける部屋を設けた

りする活動がなされたという報告があった。これら

の具体的な報告は. LAが間-属図書館における学習

支援の在り方を考えていくために参考となるもので

あった。さらに参加者からは，今後このようなシン

ポジウムを関東の学生を中心に行いたいという希望

も出た。他大学での活動を知ることで，客観的な視

点から LAの活動を省みた貴重な機会であった。

3.5 学園祭でのオリエンテーリングの立案・実施

LAの立案により，筑波大学の学園祭である「笠

i峰祭J(そうほうさい・平成 25 年 11 月 2~4 日)で

の附属図書館のオリエンテーリング(以下， OL) 
「大学図書館一本の樹海-Jを実施した。 OLの目

的は. (1) 日頃あまり附属図書館に訪れることのな

い一般の利用者や高校生向けに附属図書館を体験し
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てもらうこと， (2)学内の学生向けに LAの宣伝を

行うことである。 以下に活動の詳細を企画の準備及

び実施，参加者属性の集計結果に分け，報告する。

3.5.1 企語の準備及び実施

第2IEIIミーティングにおける「学歯祭の企臨とし

て LAによるi討属図書館 OLを行おう」という発案

から，学問祭開催期間のうち平成 25年 11月313と

4 E:Iの両日に OLを実施することが決定された。そ

の後， LAから複数の企画案が提出され，投票によ

り「大学図書館一本の樹海-Jをテーマとして OL

を実施することが決定した。テーマ設定の意図は，

i討属図書館を「本の森Jに見立て，楽しみながら探

検してもらいたい， というものである。普段見過ご

されがちな附属図書館の!揺れたスポットに関するヒ

ントを参加者に提供し これらのスポットをチェッ

クポイントとして間令属図書館を探検してもらうこと

で¥附属図書館をより身近な存在として体験できる

ようにした。各チェックポイントには，その場所に

関する説明文と穴埋めクイズを記載したパネルを設

し説明文を読めばクイズに解答できるようにし

た(図7)。さらに，クイズの正答数に応じて， I対

属図書館が独自に作成したクリアファイルや缶バッ

ジといった景品も用意した。

図7 オリエンテーリングのチェックポイント

OLのチェックポイントは， (1)全てのチェック

ポイントを 20分間程度で煽ることができる， (2) 

チェックポイントは各階に Iヵ所とする， という基

準に基づき設定した。各チェックポイントを設置し

た場所は次の通りである o 1 1)-を:貴重書展示室， 1=1二!

2階:筑波大学の前身校である東京教育大学に所蔵

されていた図書の棚， 2 1培:視聴覚資料エリア， 3 

階:国際交流コーナー， 4階:学位論文の槻， 5 

階:I日版教科書類の榔。

チェックポイントの説明文とクイズは，各 LAが

担当部分を作成し修正した上で完成させ，並行し

てパネルのデザインと解答用紙を作成した。 OL初

日は，午前中に学習サポートデスクを附属図書館の

ロビー付近へ移動させ チェックポイントのヒント

も記載された解答用紙・!対属図書館の地図・景品・

鉛筆の準備を行った(図 8) 。両日 12 時~16 時に 2

名の LAが 21時間ずつ勤務し上記の解答用紙等を

配付するとともに説明や景品交換を行った。 LAが

不在の時間帝でも参加者が自ら OLに参加できるよ

う，解答用紙等は説明書きとともに学習サポートデ

スクに備え付けておいた。

広報については，学閤祭のパンフレットに載せる

文書と附属図書館に掲示するポスターを作成した。

いずれも，担当者が制作した後 ミーティングで

LA全員が検討-修正して内容を決定した。

~8 オリエンテーリングIJ寺の学生サポートデスク

3.5.2 参加者属性の集計結果

OLでは，解答用紙に参加者の属性を向うアン

ケートを記載し 155~l に配布した。 2 日間で|互いi又

された解答用紙 112件を集計すると，参加者の内訳

は，小学生 9名，中学生・高校生 15名，筑波大学

の大学生 30名，他大学の大学生 6名，筑波大学の

教職員 2名，その他 24名，未回答 26名であった。

アンケートを提出しなかった者が 43名いたが，少

なくとも 54名の学外者が約属図書館を利用し OL

に参加したことがわかる。

3.6 プレゼンテーションセミナーの立案・実施

王子成 25年度の LAの特徴として，筑波大学内の

団体と協力した企画であるプレゼンテーションセミ

ナー(以下， PS)を行ったことが挙げられる。そ

の団体は，筑波大学や筑波研究学園都市の学術的風

土を拡充するために平成 22年に発足し科学コ

ミュニケーションの場を提供する活動を行ってい

る，つくば院生ネットワーク 16) (以下， TGN)で
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ある。

l討属図書館は. TGNの主な活動の 1つである i民
生プレゼンノミトルに注百した。 院生プレゼ、ンバトル

とは，大学院生による異分担子・一般の方向けの研究

プレゼンテーションの No.lを決める企画である lil。

「多くの呉分野コミュニケーションを活性化し研

究者以外の学生や一般市民も含めた科学コミュニ

ケーションを I~I る」ことを I~I 的とし学i玄!祭におい

て平成 25年 2月現在までに 31ED実施されている。

また TGNは，このような企画を実施することに

よって，発表者や参加者がプレゼンテーションの技

術を向上させることも意図している。 LA及びi明属

図書館は，大学生に崩:究プレゼンテーションの;支持J

を向上する機会を提供することが学習支援活動の一

;環として捉えられることから. TGNと協{勤して PS

を開催した。

PSは. 1筑波大学 No.lプレゼンターからプレゼ

ンテーションの極意を盗む」というテーマで. I民生

プレゼンノ川、ル 2013の口頭発表部門とポスタ一発

表部門において共に最優秀賞を受賞した山本晃平氏

を i\~~:liili ~こ招き， 王子)瓦 25年 12月25日15IJ寺30分か

ら1611寺30分の予定で1=1こi央図書館集会室にて開催さ

れた。プログラムの作成・詳)onfiJとの打ち合わせ・当

1::1の会場設営-可会は LAが，広報ポスターの作成

は TGNが.大学内各事務室宛ての広報ポスターの

送付及び!iHJ，高図書館内のポスターの掲示は間属図書

館が担当した。その他• !貯属図書館と TGNは，そ

れぞれのウェブサイト，公式 Twitter.Facebook 

ページでも広報を行った。

当日行ったアンケートの結果によると，参加者

は，少なくとも学生等 55人. LA 5人 J隊員 13人，

学外者 l人の合言1-74人となり，会場は盛況となっ

た。 山本氏は，最初jの 15分間は院生プレゼンバト

ル2013口頭発表部IlIjの最優秀プレゼンテーション

を披露し次の 15分間に質疑応答を行い，そして

最後の 30分間に最優秀プレゼンテーションにおい

て工夫した点を解説した。その後参加者からの質問

が止まず，終了時刻は予定を 20分間超えた 16H寺

50分となった。

参加者に対して実施したアンケートの結果を見る

と. 1今回のセミナーについてのご意見・ご感想を

お向かせください」という設問に対しては. 1とて

も面白かったです!特に後半のプレゼン解説はすぐ

に真似したい'情報がたくさんありました。とりあえ

ずパワポで動画を入れてみることと，ジョブズのプ

レゼ、ンの本を読んでみますリ 「みんな悩んでいる

ポイントが同じなのかなーと思いました。ポイント

を押さえて fここだけはjと印象に残るプレゼンと
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いうツボ， ヒントが分かったような気がします。う

まい人のプレゼンをたくさん見ることは大事です

ね」といった，参加者のこれからの意欲的な学習に

繋がる回答が見られた。「図書館でやってほしい講

習会・セミナーがありましたら教えてくださしづと

いう設問に対しては. 1プレゼンセミナー第 2回も

あれば参加したいです」といった. PSの継続的な

開催を希望する回答が目立った。 PS の I~~催によっ

て，参加者に対して有効に学習を支援することがで

きたといえる。

4. まとめと今後の展望

tj、i二のように，平成 25年度の LAは，前年度の

LAが実施した「ライテイング支援」と ILearning

Adviser x Booklogの本棚Jに加え，新たに 6つの

企画である「広報活動J.1小技集J.1ライティング

支援セミナーへの参加J.1大学図書館学生協働交流

シンポジウムでの基調報告J.1学国祭でのオリエン

テーリングJ.1プレゼンテーションセミナー」を

施した。これは. 2.4で述べた通り. (1) LAから

の要望で定期的にミーティングが開かれたことによ

り. LA 同士が顔を合わせてアイデアを出し合う機

会が増えたこと. (2) LA 1可士及び LAと職員 11J]の

情報共有・コミュニケーションがlJ:ji骨に行われたこ

とに起因する。その結果，年度当初jに立てた計画の

ほほ全てを遂行することができた。

ラーニング・コモンズにおける学生アシスタント

の意義について，呑海:らは 1(1) サービス再考・創

出の機会J. 1(2)学生のニーズの把握J， 1 (3) 質問

しやすい環境の実現J.1 (4)学習の機会・実践の場

の提供Jの 4つを挙げている則。前属図書館では，

このうち(1)及び (2) について LAの意義が顕著

に認められた。 LA制度の導入により，学生ならで

はの視点によるアイデアを日常的に得ることができ

るようになり，学生自身の手によりそのアイデアを

実現することができるようになったことは， LA及

びi貯属図書館の双方にとって大きなメリットであっ

たといえる。平成 25年度の企画の成功が， ミー

ティング機会の権保という環境整備に依存するもの

なのか，あるいは LAの個性に依存するものなのか

は明確ではないため，継続的に状況を見ていく必要

がある。

普段のデスク業務については， 3.1で述べたよう

に確かに利用者は増加しているものの，学習相談へ

の対応を始めとする主たる業務に費やした時間が少

ないという感覚がある。 1件の相談あたり正確にど

のくらいの時間がかかっているのかも明らかになっ

ていないが19) 長く見積もって平均 20分間だとし
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ても，年間 600件の相談にかかるi時間は 200時間で

ある。これは 1日あたり 5時間の勤務を週当たり 5

日間，約 32週間にわたって行うという年開計 800

時間の勤務時間からみると， 1/4にしかならない。

そもそもどのくらいの学生に学習支援のニーズがあ

るのか， またどのくらいの学生が学生サポートデス

クで学習支援を受けられることを知っているのか等

といった点が明らかになっていない。このような学

生のニーズや学生サポートデスクの認知度等の現状

を把握することによって，今後ますます広報を強化

する必要があるのか，あるいは業務の見直しが必要

なのかといった，これからの運営計画を立てること

が可能となるだろう。

また，相談件数が増加したことにより，支援の質

の向上について検討すべき段階に来ている。例え

ば，従来のように相談内容を簡単に記録しておくだ

けでは， LAの対応を相談内容日iJの相談件数という

的なデータによって把握することしかできず，質

的なデータによって把握することは難しい。相談対

応、の記録方法に工夫の余地がある。

LAは年度毎にメンバーの交代が生じる。このよ

うな条件の下で対応の質を保証するためには， LA 

の教育・研修に加え，先輩 LAを中心とする LA同

士の協力が不可欠である。例えば，平成 24年度

LAが作成した学生サポートデスクにおけるラーニ

ング・アドバイザーのための Q&Aは，翌年度以

降の学生サポートデスク業務に大いに役立つた。ま

た平成 25年度 LAは，年度初めに各自の得意分野

を共有する勉強会を I~m催したことにより，デスク業

務において， 白分より相談内容に詳しい LAへの橋

渡しを行うといった対応が可能となった。このよう

な LA同士の協力イ本t!j!Jにより， LAの経験や専iヨIJを

活かした対応，及び質の保証・向上が期待できる。

これらの活動を継続すると共に，相談者からの

フィードバックや満足度調査のような新たな取り組

みによか支援の質の向上に関する更なる検討が可

能となるだろう。

LAと同様に，学習支援推進ワーキング・グルー

プにも職員の人事異動によるメンバーの交代があ

る。 J隊員は LAの主体性をなるべく尊重する方針で

LAの活動に関わっているが，全て任せきりにする

のではなく協働するというのが， これまで思考錯-誤

しながら築いてきた運営体制の特徴である。学習支

援推進ワーキング・グループの LA担当職員は，学

生サポートデスクにおける対応や各業務の進捗状況

の確認，各 LAの業務負担の度合いや学業との両立

への配慮， LAが気軽にいつでも職員に相談できる

環境づくり等， LAの活動に対する目配り・気配り

を行ってきた。また LAとJ隊員向の連絡・調整を行

う役割も担った。これらは， LAとJn談員の円j骨なコ

ミュニケーションの一助となっていた。今後は，運

営に関わるメンバーの交代により活動が活性化され

るメリットを大事にしながら，引き継ぐべき面は

しっかり引継ぎ安定的なサーピスの提供と，企画

等を維持・発展させることができる体制づくりが必

要である。
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The activities of Learning Advisers in the University of Tsukuba Library 

Abstract : The University of Tsukuba Library began to hire gradllate students as Learning Advisers 

beginning in 2012 to staff the Student Support Desl王andprovide learning support services to University of 

Tsukuba students. The number of users at the Student Support Desk increased annually. 1n 2013， by request 

of the Learning Advisers， regular meetings were held to brainstorm new ideas. As a result， the activities of 

the Learning Advisers increased and they undertook six new projects. 

We believe that in the future it is necessary to incorporate methods to survey student needs and awareness 

at the Student Support Desk as well as ways to increase the quality of interactions with the Learning Advisers. 

Keywords : University of Tsukuba Library / Learning Advisers / student assistants / learning support / 

learning commons / writing support / peer support 
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